


定されることになる .

3．ウランバートル周辺の対流活動度と可降水

量の日変化

3-1)日変化の特徴

　乾燥域としての特徴を持つウランバートル

(UB)周 辺 に つ い て ,UB 空 港 レ ー ダ ー か ら

推定された対流活動度とGPS 可降水量の日

変化について特徴を調べた .
　 第4 図 に 示 す よ う に ,UB 周 辺 の 対 流 活 動

は11 時 頃 か ら 急 激 に 活 発 に な り ,14 時 に 最

大 に 達 し て ,19-20 時 に は 殆 ど 消 滅 す る と い

う 明 瞭 な 日 変 化 を 示 す .一 方 ,GPS 可 降 水

量の日変化成分は極めて小さく (図略 ),それ

は可降水量の変動に対して蒸発散の寄与が

小さいこと ,および ,可降水量の時間変化と積

乱雲活動の日変化とが無関係であることを意

味している .
　 そ し て ,こ こ で 特 筆 す べ き こ と は ,UB 周
辺の対流活動は ,夕方までに殆ど消滅してし

まうことであり ,これは湿潤域の対流活動の

日変化の特徴と大きく異なっている .

3-2)土 壌 水 分 量 が 対 流 活 動 度 の 日 変 化 に 与

える影響

　 数 値 モ デ ル (TERC-RAMS)を 利 用 し て ,
なぜ ,乾燥域であるUB 周辺では夕方から夜

間に積乱雲が活発にならないのかを考察す

る .表1 に示すように土壌水分量を変化させ

て ,UB 周辺の積乱雲活動の再現実験を行っ

た .第5 図 は ,各 ケ ー ス に つ い て ,計 算 領 域

で積算した降水量の日変化を示している .湿
潤 土 壌 実 験 (SM05 とSM07)で は ,蒸 発 散

により境界層の水蒸気が増加して ,潜在的な

不安定が作られて ,それが夜間まで維持され

る .夜 間 に お い て も ,一 般 風 の 地 形 収 束 に 伴

い ,積 乱 雲 が 山 脈 の 南 で 形 成 さ れ る .そ れ に

対 し て ,乾 燥 土 壌 実 験 (SM01 とSM03)に

おいては ,境界層の水蒸気が少ないため潜在

的な不安定は夜間まで維持されることはな

く ,山脈 の南側 で地形収束 が起きていても ,
積 乱 雲 は 発 生 し な い .こ の 特 徴 は ,第4 図 に

示した実際の対流活動の日変変化の特徴と一

致している .
　つまり ,実際のUB 周辺の土壌は乾燥して

い る た め ,蒸 発 散 量 が 少 な く ,夜 間 ま で 潜 在

的な不安定は維持することができない .その

ため ,新しい 積乱雲 が発生 することはなく ,
夜までに積乱雲は消滅せざるを得ないと考え

ることができる .

表1: Run types

Run type　　　　　SM01　SM03　 SM05　SM07
土壌水分量　　　 0.1　　0.3　　 0.5 　 0.7
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第4 図 :2003 年 と2004 年 に つ い て の ,レ ー ダ ー

探査範囲で積算した降水量の日変化 .対流活動は ,
5 mm/h以 上 と20 mm/h 以 上 の 降 水 強 度 に つ い て

積算してある . 第5 図 : SM01 からSM07 までの領域で積算した降

水量の日変化 .
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